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学ぶ意欲「～たいJを引き出す

学習指導の実践的研究

(3か年継続研究 :1年次〉

平成28年 3月 留萌管内教育研究所



発刊 に当たって

平成 27年度の留萌管内教育研究所 「研究紀要第 21号 」の発刊に当た り,本研究に対 し

ご支援 ,ご指導いただきま した関係各位に,ま ずもつて厚 く感謝 とお礼を申し上げます。

当研究所では本年度より,新たに第 8次共同研究の 3か年継続研究に着手 しました。本研

究は,前 次共同研究「活用力を向上させる学習指導」の成果 と課題を踏まえつつ ,全国学力・

学習状況調査で明らかとなつた留萌管内の課題の一つである「学習意欲」を研究対象 とし,

理論研究を深めるとともに,実践研究を通 し,留 萌管内の教育に寄与できればと考えている

ところです。

現在 ,国 レベルでは,中 央教育審議会初等中等教育分科会教育課程企画特別部会で示 され

た「論点整理」を上台に,次期学習指導要領改訂に向けて,本格的な議論が行われています。

特に ,「何を知っているか,何ができるか」はもちろんのこと,「 知っていること,で きるこ

とをどう使 うか」とい う資質・能力を重視 した教育課程の在 り方についての議論がされ ,授

業における学習・指導方法の具体的方策の一つ として,いわゆる「アクティブ・ラーニング」

が提唱 されています。

文言の解釈はいろいろありますが,単純に「能動的な学び」とい う点では ,「学習意欲」に

ついての研究の方向性は ,次期学習指導要領でも求められる観点だ と考えているところです。

児童生徒を「アクティブ・ ラーナー」に育てる学習指導はどうあるべきか,そ こに少 しでも

近づ く実践的研究 となるよう,1年次 目の成果 と課題を基にさらなる充実を図つていきます。

これまで共同研究推進に当たつては,研究協力校 と研究協力員をお願い してきま したが ,

管内の学校数が激減 した現状に対応すべ く,今年度か らは,研究協力員 4名 のみの指名 とさ

せていただきました。協力員をお引き受けいただいた先生方 ,そ して,所属校長先生には ,

ご理解 とご協力に感謝申し上げます とともに,次 年度か らは協力員の先生方に授業公開をし

ていただくこととな ります。学校の業務で何かとお忙 しい中,大 変ご苦労をおかけすること

とな りますが,ご協力のほどよろしくお願いいた します。

留萌管内の研究所 として,少 しでも現場に還元できるにように,共同研究だけでなく,研

修講座の充実や広報誌などによる情報発信 ,さ らには 3月 からホームページもリニューアル

をし,こ れまで以上に現場の期待にこたえられる研究所 となるよう,誠意努力 しているとこ

ろです。

終わ りにな りますが,本研究所の運営に当た り,快 く研究員を送 り出 していただいている

所属校長をはじめとする教職員の皆様 ,そ して,管理委員会 ,運営委員会,留 萌教育局 ,留

萌管内各市町村教育委員会,留 萌管内校長会並びに教頭会など,関係機関の皆様方に,あ ら

ためて深 く感謝 とおネLを 申し上げます。

平成 28年 3月

留萌管内教育研究所長 石  H IE 樹
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1研究主題

2研究主題設定の理由

今日的な

学校教育の

課題から

これまでの

研究及び

管内の実態

から

道研連研究

主題との

関わりから

教育基本法の理念 に基づいた教育改革が進 め られ る中,平 成 26年 H月

に中央教育審議会に対 して文部科学大臣より 「初等 中等教育における教

育課程の基準等の在 り方について Jの 諮問文が出された。これ を受けて ,

平成 27年 8月 には教育課程企画特別会 において論点整理が行 われ ,2030
年の社会 とその先の社会に生 きる子 どもに , どのよ うな資質・能力の育

成が必要なのか ,学習指導要領改訂に向けた本格的な議論が されている。

この改革の特徴の一つ として 「コンテ ンツ・ベース ト (内 容重視 )か
ら,コ ンピテ ンシー・ベース ト (能 力重視 )へ のパ ラダイム転換」が挙
げ られ ,国 際標準 としての育成すべ き資質・能力の うち思考力・判断力
・表現力等のいわゆる 「活用力 Jの 育成 は,最 重要課題 として学校教育
に求められ るもの と考える。

本研究所では ,こ れまで 7次 に及ぶ共同研究に取 り組んできた。前次

までは ,「 活用力 を向上 させ る学習指導」 についての研 究を行い ,成 果
と課題 を明 らかにした ところである。また ,研究を進めるにあたつては ,

留萌管内の実態に合わせた教育現場で活用できる研究を推進 してきた。

現学習指導要領では,学 習意欲の向上 と併せて学習内容の基礎的・基

本的な知識・技能の確実な定着 とともに ,そ れ らを活用 して課題 を解決

す るための思考力・判断力・表現力等の育成 を重視 している。それ と同

時に,児 童生徒がこれ らを支 える知的好奇心や探究心をもつて主体的に

学習に取 り組む態度を養 うことも重要 とされている。

今回新たに研究テーマを設定す るにあた り,昨年度までの研究の成果
を生か しつつ ,平 成 26年 度 に実施 された全国学力・学習状況調査の留
萌管内にお ける質問紙調査 の結果 を踏 まえ ,「 学習意欲」に視点 を当て

た実践的研究を推進す ることが ,教育現場でも活用 され るもの と考えた。

北海道教育研究所連盟 (道研連 )で は ,第 15次 共同研究において研
究主題 として ,「 実践的指導力の向上に関わ る支援 の在 り方」 を掲 げ ,

平成 26年 度か ら 3か 年計画で継続研究を進めている。
教員の実践的な指導力の向上を図る研修 を行 うことを中心に進めてい

るが ,そ の研究内容には ,「授業改善のための支援」があ り,「 思考力を

育む授業作 りの促進」な ど本研究所の研究 とも関わる部分 も多いことか

ら,本研究を推進す ることによ り道研連主題解明の一翼 を担 うことがで

きると考える。
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3研究主題について

全国学力。

学習状況調

査の質問紙

調査から

見通し・

り返り

学ぶ意欲
「―たい」

平成 26年 度 に実施 された全国学力・ 学習状況調査の質問紙調査にお
いて,留 萌管内の状況は下記のような結果 となっている。

平成 26年 度 全国学力・学習状況調査の質問紙の結果 より(留 萌管内 )
小学校質問紙→児童質問紙

(学校が回答)→ (児童が回答)

中学校質問紙→生徒質問紙

(学校が回答)‐ (生徒が回答)

授業の冒頭で目標 (めあて・ねらい)を

児童に示す活動を計画的に行つた。 80.0%→ 41.0% 53.8%→ 25.5%
学習の最後に学習したことを振り返る

活動を計画的に行つた。 55.0%→ 38.3% 38.5%→ 12.5%

結果 を見ると教師が思つているほど児童・生徒は「見通す」活動や「振

り返 るJ活動を意識 して行 つていないことが分かる。
これ らの点を踏まえ,各教科の指導に当たつては ,子 どもが学習の 「見
通 し」 を立て,学 習 したことを 「振 り返 る」活動を計画的に取 り入れ る
ことを通 して,自 主的に学ぶ態度 を育み ,学 習意欲の向上につながると
考えた。

「見通 し」を立て ,学 ぶ内容や課題解決への筋道 を示す ことで 「や っ
てみたい」「考 えたい」へ意欲の高ま りにつなげてい く。実際に解決 し

た時には ,解 決 した ことを 「話 した二 」 とい う意欲 とな り,自 力解決で
きなかった時には ,何 とか解決す るために他の子の意見を 「聞きたい」
とい う意欲 につなげることができる。その後解決できなかった子は,他
の子の考 えを聞いた後で 「や つてみたい」 とい う意欲がわき上がる。そ

して授業終末の「振 り返 り」の場面で , 自分はその時間で何が分かつて何
が分か らなかったのか再認識す ることで ,次 時の学習への 「学びたい」
とい う更なる意欲へ とつなげることができると考 える。
「～たい」とい う学ぶ意欲を高める学習活動を工夫することによって ,

思考す る喜びや楽 しさを感 じることができ,よ り主体的に課題解決 に取
り組む子が育つであろ うと考え,今 回のテーマを設定 した。

く参考資料〉

平成 27年 度 全国学力・学習状況調査の質問紙の結果 より (留 萌管内 )
小学校質問紙→児童質問紙

(学校が回答)― (児童が回答)

中学校質問紙‐生徒質問紙

(学校が回答)‐ (生徒が回答)

授業の冒頭で日標 (めあて・ねらい)を

児童に示す活動を計画的に行つた。 88.2%→ 52.9% 667%→ 388%
学習の最後に学習したことを振り返る

活動を計画的に行った。 76.5%→ 54.3% 58.3%→ 15.6%
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4目指す子ども像

○主体的に活動す る子 ども

○思考 したことを効果的に表現できる子 ども

前に習ったことを

使えば解けそうだ。

考えてみたいな。
今日はこのことに

ついてやるんだ。や

つてみたいな。

みんなに分かつて

もらうには, どうい

うふうに説明したら

いいだろう?

ｒ　Ｏ
¨
・Q

うまく解くことができ

た !誰かに話したいな。

(教えたいな) 今日は○○○が分かった。

みんなにうまく説明できなか

ったので,今度はみんなを納
得させたい。

よく分からなかつたな。

みんなは, どんなふ うに考

えたのか聞いてみたいな。

_r)    
｀

.・ 1ク

話を聞いたら,分かつた
気がする。別な問題を解い

てみたいな。今 日は,最初自分では解けなか
ったが,友達の話を聞いて～のこ

とが分かつた。明日は,

自分の力で解けるように頑張る。
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5研究の計画

(1)研 究期間
平成 27年 度 か ら平成 29年 度 までの 3か 年継続研究

(2)研 究領域
国語科 ,社 会科 ,算 数・数学科 ,璃 l科

(3)研 究の方法
① 研究員会議や研究協力員 との合 lpl研 究会議 ,道 研連 との共同研究などを通 して ,

研究内容の検討や交流を行 う。

② 研究協力員による授業実践を通 して ,イリ「究内容についての検証を進める。
C 研究のまとめとして,各 年度末には研究紀要を発刊する。

作れ

-4-



(4)年 次計画

平 成 27年度 (1年次 )
視点1主体的な学びを生む学習活動

①学ぶ 内容 と解決 の方法 を見通

す活動の設定 と工夫

(や つてみたい)(考 えたい )

②学びの過程や結果を振 り返 り,

次の学びへ とつ なげる活動 の

設定 と指導のあ り方

(学びたい )

視点2思考力・表現力を育成する活動の工夫

①学び をつなぎ,筋 道 を立てて

考 え,根 拠や理 由を示 して伝
える活動の工夫

〈話 したい)(聞 きたい )

②解決 のきっか けをつかみ ,考
えを深 めるた めの交流の工夫

(聞 きたい)(や つてみたい )

平 成 28年度 (2年 次 )
仮説・視点の見直し

改善された仮説・視点を基に研究実践

平 成 29年度 (3年 次 )
仮説・視点の見直し

改善された仮説・視点を基に研究実践,評価

学ぶ意欲「～たい」を引き出す学習指導
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(5) 今年度の計画

共 同 研 究 道 研 連 共 同 研 究

4月 年 間計画立案

研 究協力員 の確認 と決 定

・ 道研連 定期総会

5月 ・ 合 同研 究会議 に向けた準備 共 同研 究推進委員 会

6月 今年度 の研 究 に関す る理論研 究 共同研究推進委員会

7月 第 1回 合 同研 究員会議 (今 年度 の研 究 の推進 )

今年度 の研 究 に関す る理論研 究

北海道 教育研 究所連盟

夏季研 究所員研修 会

【7月 30日 ～ 31日 】

8月 。今年度 の研 究 に関す る理論研 究

9月 今年度 の研 究 に関す る理論研 究 第 70回 北海 道 教育研 究所
連盟研 究発表大会

(渡 島大会 )

【9月 3日 ～4日 】

10月 今年度 の研 究 に関す る理論研 究 共 同研 究推進委員会

11月 第 1回 提案授 業  小 平小学校
提案授 業 の成果 と課題 の検討

第 2回 合 同研 究員会議

12月 今年度 の研 究 に関す る理論研 究

研 究紀 要編集 作業

・ 共 同研 究推進委員会

1月 。今年度 の研 究の成果 と課題 につ いて

,研 究紀要編集作 業

共 同研 究推進委員会

2月 第 2回 提案授 業  増 毛小学校
研 究紀 要編集 と校 正

留萌教 育局 との合 同研修 会

3月 研 究紀要 21号 発 刊

-6-



6研究の構造

学ぶ意欲 「～たい」を引き出す学習指導の実践的研究

一
目指す子 ども像

○主体的に活動する子 ども

○思考 したことを効果的に表現できる子 ども

1視点1〉
一

1視点2〉

畢

1仮説〉
学習活動に見通 しをもたせ ,メ タ認知的振 り返 りを行 う。また ,

せた表現する場を学習過程の中に位置付けて指導 していくことで ,

的に活動 し,表現力を向上させることができる。

伝える相手を意識 さ

子どもたちは,主体

主体的な学びを生む学習
①学ぶ内容 と解決の方法を見通す活動の設

定と工夫 (や つてみたい)(考 えたい)

②学びの過程や結果を振 り返 り,次 の学び
へとつなげる活動の設定と指導のあり方

(学びたい )

思考力0表現力を育成する活動のI夫
①学びをつなぎ,筋道を立てて考え,根

拠や理由を示 して伝える活動の工夫 (話

したい)(聞 きたい )

②解決のきっかけをつかみ ,考 えを深め

るための交流の工夫 (聞 きたい)(や
ってみたい )

伝える相手を意

識した表現

体的に活動する子ど

-7-





視点について

主体的に学習に取り組

む態度

視点2

思考力・表現力を育成する活動の工夫

教育基本法第六条第二項

「自ら進んで学習に取 り組む意欲を高めることを重視」

学校教育法第二十条第二項

「生lEに わた り学習する基盤が培われ るよう,基礎的な知識及び技能を習得 させ る

とともに,こ れ らを活用 して課題 を解決す るために必要な思考力 ,判 断力 ,

力その他の能力をは ぐくみ ,主 体的に学習に取 り組む態度 を養 うことに,特 に意

を用いなければな らない。」

知識・技能の習得

今回の改訂では,教育基本法第六条第二

項及び学校教育法第二十条第二項 を踏まえ

児童の学習意欲の向上を重視 している。指

導に当たつて,児 _童が主習つ
た り学習 した こ り返 っ た り

を計画的に取 り入れ ,自 主的に学ぶ態度 を

は ぐくむ ことは ,学 習意欲 の向上に資す る

ことか ら,今 回特に規定 を新たに追加 した

ものである。

学習指導要領解説 総則編 第 3章 4

各教科等の指導 に当たつては ,児 童

,基礎的・基本的な知識及

び技能の活用 を図 る学習活動 を重視す

るとともに ,言 語 に対す る関心や理解

を深 め ,言 語 に関す る能力の育成 を図

る上で必要な言語環境 を整 え,児 童の

言語活動を充実す ること。

学習指導要領解説  第 1章第 4の 2(1)

視点 1

主体的な学びを生む学習活動

-8-



視点 1主体的な学びを生む学習活動

①学ぶ内容と解決の方法を見通す活動の設定と工夫

(やつてみたい)(考えたい)

前述の学習指導要領の総則に「見通 しを立てた り,振 り返った りす る学習活動の重視 J

が,教 育課程実施上の配慮事項 として新たに追加 されたことを考えて,各教科の指導に
当たつて ,見通す活動を取 り入れ ることは ,自 主的に学ぶ態度を育み ,学習意欲の向上
につながるもの と考 える。

しか し,い わゆる見通す とい う活動が ,そ れぞれの教科において同 じ意味合いをもつ
ものなのか,研 究を進めてい くうちに壁が立ちはだかった。
そ こで ,本研究において研究領域である国語科 ,社 会科 ,算 数・数学科 ,理科それぞ
れにおいて見通す活動 とはどうい うものなのか とい うことか ら研究を進めた。

国語科における見通し

学習指導要領 の国語科 「C読 む こと」の領域 では ,第 1学年及び第 2学年に 「カ
楽 しんだ り知識 を得た りす るために,本や文章を選んで読むこと。」が記述 され ,第
3学 年及び第 4学年では,「 ウ場面の移 り変わ りに注意 しなが ら,登場人物の性格や
気持 ちの変化 ,情 景な どについて,叙 述を基に想像 して読むこと。Jが 記述 されてい
る。 このことを合わせて考えると,文 部科学省教科調査官の水戸部修治氏は ,「 どの
本 を選んで読むかを子 ども自身が判断 した り,移 り変わ りや変化を手がか りに どの
叙述に着 目して読むかを 自ら考えた りす ることな どが求め られ る。国語において見

通 しを立てる学習活動では ,単 に教材文 を与えて無 目的に通読 させた り,教 師の指
定 した本時の学習場面を確認 した りす るだけでは十分 とはいえない。」 (初等教育資

料 2014年 4月 号)と 述べている。

そこで,本研究では,国 語科の見通す活動を下記の 2つ に絞 って考えた。

単元を通 した見通 し

単元を貫 く言語活動全体の見通 しをもたせ る。

例 )教師 自作の最終 日標作品の提示
⇒言語活動を通 して身に付けるべき能力を見通す。

単位時間での見通 し

。各単位時間と単元を貫 く言語活動の結び付 きを見通す。

例 )学 習計画表 の作成 。工夫
⇒単位時間の活動に理 由付けを行 う。 (な ぜ気持 ちの変化を読み取るのか。)
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教師自作の言語活動の作品 言語活動ができるまでの学習計画表

(初 等教育資料  2014年 4月 号 )

社会科における見通し

小学校社会科では,習 得 した知識や技能 を活用 して学習問題 を追究・解決す る問題

解決的な学習の一層の充実を目指 している。その社会科における見通す活動について

文部科学省教科調査官の澤井陽介氏は ,「 国立教育政策研究所が評価規準の基本形例

として示 した記述内容か ら,見 通す学習活動 とは ,社会事象に関心をもつて学習問題

をつかみ ,予想や学習計画 を立てる学習活動である。Jと 述べている。また ,中 学校

の評価規準基本形例では ,「社会的事象に対す る関心を高め ,そ れを意欲的に追究 し ,

課題 を見いだ し,社会的事象の意義や特色相互の関連を多 目的・多角的に考察 し,そ

の過程や結果を適切 に表現す る。J(初等教育資料 2014年 4月 号)と 書かれている。

そ こで,本研究では,単 元 (小 単元)や授業展開における 「導入」場面における指

導を社会科における見通す活動 として考えた。
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学習 Fo5題 (課 題 )を つかむようにする指導 (見通 し)

大人の社会事象に子 どもの関心を向けさせ るために具体的な事実を絞 り込み ,疑 問
が生まれ るように して,学 習課題の設定につなげる工夫。

(例 )。 人 口が増 えているのになぜ ゴミの量が減 っているのか。

・ 田がなかった場所に田が広がったのはなぜか。

・青年海外協力隊の Aさ んは,ア フ リカで農業を教えている。 Aさ んの
仕事の様子を調べて青年海外協力隊のはた らきを考えよう。

予想や学習計画を立てるようにする指導 (見通 し)

学習計画は,学習問題に即 して調べて予想を確かめる計画

初等教育 2014年 4月 号

(例 )学習計画のいくつかのパターン

①予想を確かめる資料を選ぶ

子 どもが予想 をもつた ら,教 師が資料 をい くつか提示 して,そ の中か ら
どれを調べたらよいかを選ばせ るようにする方法

②調べる観点を決める

予想 を基に して 「何 をJ調 べた らよいかを決めて 「自分が調べる観点」
とする方法

③調べる方法を決める

予想を基に して 「どのように」調べた らよいかを決めて,「 自分が調べる

方法Jと する方法

④調べる順番を決める

観点を出 し合って,学 級のみんなで どのよ うな順番で調べてい くか 「調
べる順番 Jを 決める方法

⑤学習のまとめ方を決める

調 べ た ことを どの よ うに作

品な どにま とめ るか を話 し合

つて ,そ のための情報収集 を
学級のみんなで分担す る方法

子供の疑間と予想と学調計目の関係

～地城に1… taく お祭り0写■を見て―

●●

100年以上も鋼い
て賣わつてせた
ことはなしつかな
●

●

●
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口中にんはなぜ
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算数・数学科における見通 し

算数料の 目標は,小学校学習指導要領解説算数科において 「算数的活動を通 して ,

数量や図形についての基礎的・基本的な知識及び技能を身に付け, 日常の事象につい

て見通 しをもち筋道立てて考え,表現する能力を育てるとともに,算数的活動の楽 し

さや数理的な処理のよさに気付き,進 んで生活や学習に活用 しようとする態度を育て

る。」また,中 学校学習指導要領解説数学科においては 「数学的活動を通 して,数 量

や図形などに関する基礎的な概念や原理・法則についての理解を深め,数学的な表現

や処理の仕方を習得 し,事象を数理的に考察 し表現する能力を高めるとともに,数学

的活動の楽 しさや数学のよさを実感 し,そ れ らを活用 して考えた り判断 した りしよう

とする態度を育てる。」と示 されている。

そこで,本研究では,算数科の見通す活動を下記の 2つ とした。

解決の結果の見通 し

(例 )075+09 た し算をしているので答は 09よ り大きくなるとい う見通 し

誤答である 084に気付き,なぜ間違えたのかを考える。

解決の方法の見通 し

質問紙の結果を受け ,

しは,児 童 とのや りとり

い。

目標 となる課題 をより意識 させ るために,解決の方法の見通

の中で見付け,課題 の一部 として提示 されてい くのが望ま し

(例 ①)τ
+了 の問題に出会ったとき,子 ども達はそれまでの分数についての

学習で使われた液量図 (マ ス図)や テープ図に表 して考えようとする。 こ

の図に表 した方がいいのではないかとい うのが方法の見通 しとなる。

(例 ② )「 三角形や四角形の面積 を求める場合 「長方形や平行四辺形な ど,既

習の面積が求められ る形に変形 したらよいのではないか」 と考える。そ

のために 「もう一つ同 じ形をもつてきて組み合わせた らよいのではない

か。」「切つて移動 した らいいのではないか。」 とい うことが方法の見通

しとなる。
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理科における見通し

小学校学習指導要領理科の 日標 では ,「 自然 に親 しみ ,見 通 しをもつて観察 ,実験 な
どを行い ,問 題解決の能力 と自然を愛す る心情を育てるとともに , 自然の事物・現象に
ついての実感 を伴つた理解 を図 り,科 学的な見方や考え方を養 う。」 と記 されている。
また ,中 学校の理科の 日標では ,「 自然の事物・現象に進んでかかわ り, 目的意識 をも
つて観察 ,実験などを行い,科学的に探究する能力の基礎 と態度を育てるとともに 自然
の事物 。現象についての理解 を深め,科学的な見方や考え方を養 う。」と記 されている。
文部科学省教科調査官の村 山哲哉氏は ,「 見通 しをもつ ことによ り,予想や仮説 ,観
察 ,実験の結果の一致 ,不 一致が明確になる。両者が一致 した場合には,子 どもは予想
や仮説 を確認 したことになる。一方両者が一致 しない場合には,子 どもは予想や仮説を
振 り返 り,そ れ らを見直 し,再検討を加 えることになる。いずれの場合でも,予想や仮
説の妥当性 を検討 した とい う意味において意義があ り,価値があるものである。各学習
において ,内 容の見通 しや結果の見通 し,方 法の見通 し等を適切に行つてい くことで子
ども達の主体的な学びを促す と考える。」 (初 等教育資料 2014年 4月 号)と 述べている。

そこで ,本研究では,理科における見通 しを子 どもが見いだ した問題に対 して,予想
・仮説を立てる段階を見通す活動 と考えた。

(例 ① )「植物の発芽」の学習で植物の発芽に必要な条件 を既習の知識や生活

経験か ら予想 し仮説 を立て る。 (植 物 の発芽 に 日光が必要であるな ら

ば,箱 をかぶせた種は発芽 しないだろ う。)

(例 ② )「振 り子の運動」の学習においては,振 り子が一往復す る時間に関す
る条件 を調べ る際に,子 どもが想定す る要因 として ,お も りの重 さ ,
糸の長 さ,振 れ幅が考 えられ (予 想 ),仮 説 を立て ,実験 をす る。振
り子が一往復す る時間にお もりの重 さが関係 しているな らば ,重 さを
変 えることによ リー往復す る時間は ,変 化す るだろ う。 (重 か った ら
遅 くな り,軽 かった ら速 くなる。)
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②学びの過程や結果を振り返り,次の学びへとつなける活動の
設定と指導のあ り方 (学 びたい)

兵庫教育大学大学院教授の佐藤真氏は,振 り返 りの重要性 について 「振 り返 りとは ,

子 どもの学びの評価だ とい うことである。学習者である子 ども自身が , 自己の学びにい

かなる意味を見いだ しているのかを状況把握 し確認することである。一単位時間や単元

に,子 ども自身が 自分な りに学んでよかった ,意 味ある充実 した学びであった,無駄な

時間ではなかつた とい う,学 びの豊かさを実感 した り価値 を納得 した りす ることが重要

なのである。認知面でも情意面で も振 り返 るか らこそ ,思 考力・ 判断力・表現力を育む

ことと子 どもの主体性を育んだ り学習意欲 を高めた りす ることの双方に資するもの とな

つているのである。」 (初 等教育資料 2014年 4月 号)と 述べている。

振 り返 りを行 うことにより子 ども自身が 自らの理解状態 を把握 した中で ,次 の学習ヘ

と進む ことができる。そのため主体的な活動へ とつながるのと同時に,子 どもの理解状

態 を教師が把握 し適切 に関わつてい くことで,子 どもが学びを実感す ることができると

考える。

そ こで , 1時 間の授業の中で ,「 どの よ うな ことがわかつたのか」「どんな ことがわ

か らなかつたのか J「 どこまでがわかつたか」「誰 の話 を聞いてわかつたか」な ど自分

の理解状態を診断す る意識 をもつて記述す ることを,振 り返 りとお さえる。
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【視点1 見通しと振り返りにおける子どもの思考】

やつてみたい

前やったのと似ている
かな。同じように考えれ
ば解けるかも…

解決できた子

(理 科 )

予想とは違つて植物の成

長に日光が必要ないことが

分かつた。夜でも成長して
いるのかな ?

お店の人たちの売り方の
工夫が分かつた。近所のお

店でも同じことをしている
か見に行きます。

G数・数学つ

はじめは,解けなかった
けど○○ちゃんの話を聞い

て10の位から商を立てるこ

とが必要だと分かつた。

学びたい

今日は,アザラシがどんなふう
に大きくなるか分かった。私が調
べるイルカはどんなふうに成長し
ているのか早く調べたい。

-15-



視点2思考力・表現力を育成する活動の工夫

①学びをつなぎ,筋道立てて考え,根拠や理由を示して伝える

活動の工夫 (話 したい)(聞 きたい)

思考力・判断力・表現力の育成について横浜国立大学教授の高木展郎氏は,「 考 える

力や学ぶ意欲 を育成する場面において ,子 ども一人一人が ,教室の他者 と関わ りなが ら ,

自己相対化 を通 して個の学力を育成 してい くことが求め られている。クラスとい う社会

(コ ミュニテ ィ)の 中で 「学び合 う」ことが ,知 識・技能のみを習得す るとい う学びか

ら,「 学び合い」を通 して ,一 人一人の子 どもの思考力・判断力・表現力 を育てる学び

へ と転換す ることを可能にす る。」 (初 等教育資料 2014年 5月 号)と 述べている。

そ こで,本研究では ,視 点の 2の ① として 「伝 える」 とい う相手意識 をもつた表現力

の育成 を設定 した。表現す ることは,文 章 として書 くことにこだわ らず ,聞 く相手を納

得 させ る表現方法の工夫 と考え研究を進めてい く。

②解決のきつかけをつかみ,考 えを深めるための交流の工夫

(聞 きたい)(や ってみたい)

問題に取 り組み ,自 力解決 していく中で,そ の時間内に 「解決できた子」「解決まで

たどり着けなかつた子」が存在 してくる。

そこで,視点の 2の ② として,学 び合いとい う交流の場を「解決できた子」にとつて

は,自 分の考えを広げる場 として捉 え,「 解決できなかった子」にとつては,解決に結

び付ける場 として考え,別 な問題 (類似問題)に挑戦 したいとい う意識の高まりを目指

す活動 と捉え,研究を進めていく。
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【視点2交流の場における子どもの思考】

聞きたい

☆

解決できた子
ψ

〇

〇

・ 既 習 とのつ な が りが話 され て い る。

・根拠や理 由が話 され てい る。

・ 説 明が筋道立 って話 され てい る。

話したい

解決にたどり着けなかつた子
Φ

⇔⇔

やつてみたい

なんか分かつた気が

する。もう一度解いて

みたいな…

ぼくの考えたこと教え

てあげたいな。どうした

らみんなに分かりやすく

伝わるかな ?
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【視点と学習の流れ】

単
7E
で

やつてみたい。考えたい

一
単
位
時
間

の
中

で

間く意識(聞きたい)

・問題 との出会い

思者嗜えれ‖

なんか分かつた気が

する。もう一度解いて

みたいな・・・

やつてみたい

授

業

の

終

末

で

電翠○解けた!
○誰かに問いて もらいたいな

伝える意識(話したしヽ

どうしたらみんなに分かり

やすく伝わるかな?

できた～ !

よく分からなかった

な。みんなどうやって

考えたのかな。

図をかいたら分かりやすいか

な ?それから, グラフと図と言

葉で説明すればいいかな ?

学びたい

今日は前の時間のやり方で同じようにやつた

ら解けた。わる数が 100の位からあつても解け

そうな感じがする。

今 日は○○君の話を聞いて,商が10の
位から立つことが分かった。
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「振り返り」の必要性に関わる参考資料

メタ認知の 「メタ」 とは 「高次の」 とい う意味である。つま り,認知 (知 覚 ,記

憶 ,学習 ,言 語 ,思 考な ど)す ることを,よ り高い視点か ら認知す るとい うことで

ある。 メタ認知は ,何 かを実行 してい る自分に頭 の中で働 く 「も う一人の 自分」

と言われた り,認知についての認知 と言われた りす ることがある。

メタ認知 には ,つ ぎの 2つ のはた らきが ある。

メタ認知的知識

認知作用の状態を判断するために蓄えられた課題 , 自己,方 略についての知識

例 )「 何回 もや つた り,先 生の話 をよく聞いた りしていた らよく分かつて簡単に
な りま した。」 とい う文章 を子 どもが書いた とす ると「分か らない ときは何度

もやればよい。」「分か らない ときは ,先 生の話をよく間けばよい。」 とい う自

分の認知に関す る知識。

2.メ タ圏知的技能
メタ認知的知識 に照 らして認知作用 を直接的に調整す るモニター , 自己評価 ,
コン トロールの技能

例 )分 か らない問題に直面 した とき子 どもの頭の中では ,「 この問題は分かるか。」

と自分に問いかけているか もしれない。 この様子を監視 しているモニターカメ

ラのよ うなので 「モニター」 とい う。す るとこの問いかけに対 して 「よく分か

らない。」 とい う判断がな され る。 (こ れ を自己評価 と呼ぶ。)こ の ときに 「分
か らない時は ,先 生の話 をよく聞けばよい。」 とい うメタ認知が参照 され る。
その結果 ,「先生の話を聞こ う。」 と自分の行動に働 きかけるコン トロール とな

り,実 際に先生の話に耳を傾 ける行動 をとる, と考えることができる。 この と
き,「 モニター」「自己評価」「コン トロール」のよ うなメタ認知のはた らきを

「メタ認知的技能」 とい う。

子 どもの学力向上は,子 ども自身によるメタ認知 (メ タ認知的知識 )の 変容に
よつて可能になる。また,そ の変容の中で適切に教師が関わつてい くことによっ

て子 ども達の主体的な活動を うながす。

(「 算数の授業で『 メタ認知』を育てよう」 重松敬一 )

(「 メタ認知の概要」 奈良教育大学ホームページ )
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1「活動への見通しをもたせることで学ぶ意欲へとつなげる」
学習指導の実践的研究

～言語活動と教科指導のつながりを明確にし,活動に見通しをもたせる学目指導の工夫～

小平町立小平小学校  伊 原 賢 郎 教綸



『活動への見通しをもたせることで学ぶ意欲へとつなげる』

学習指導の実践的研究

～言語活動と教科指導のつながりを明確にし,活動に見通しをもたせる学習指導の工夫～

(小学4年 国語科 単元名「テーマを決めて,本をしょうかいしよう」 全 14時間)

小平町立小平小学校 伊願 賢日

1 はじめに

(1)単元について

子どもたちは,3年生までに様々な物語文を教材として,登場人物の心情や場面について考えたり,自

分たちの考えを交流したりする活動を行つている。また, 4年生では,『白いぼうし』や『一つの花』で

情景描写から心情を読み取る活動を行つている。

本単元では,「場面の移り変わりに注意しながら,登場人物の性格や気持ちの変化,情景などについて,

叙述を基に想像して読むことや文章を読んで考えたことを発表し合い,一人一人の感じ方について違いが

あることに気付くこと」の指導事項を『ごんぎつね』や並行読書の活動を通して達成させる。

この作品は,すぐれた情景描写や人物の心情の変化などが的確に表現されており,日 本児童文学の名作

として定評がある。4年生という発達段階にもふさわしく,叙述をもとに登場人物の性格や気持ちの変化,

情景などの想像したことを他者と交流することによつて,互いの感じ方の違いに気付かせる学習を展開す

るには格好の教材である。また,学習に新見南吉作品の並行読書を取り入れることでごんぎつねの作品の

読みの深化を促し,子 どもの読解力を向上・定着させるのに有効と考える。

2 研究の視点
〈1)主体的な学びを生む学習活動

『新見南吉作品を,ポ ップでしょうかいしよう』を単元を貫く言語活動として設定した。紹介ポップの

利点としては,ポ ップのタイ トルや紹介文を考えさせることで,登場人物の相互関係や心情,情景などを

通して表現されていることを想像を広げながら読み深めることができることにある。また,図書コーナー

や廊下に掲示するなど,相手意識 。目的意識をはつきりさせる。そうすることで,友達に自分のポップを

紹介しようと意欲を高めるとともに単元に見通しをもつことで『やってみたい』『考えたい』という気持

ちにつなげていく。また,最初に単元全体の流れを指導し,掲示として残しておくことで 1単位時間の活

動の見通しをもたせることにつなげることができると考える。

学習の最後に振り返りを行うことで,子ども自身が自らの理解を深めるとともに友達の感じた作品
への

思いや登場人物の心情,情景描写を読んで感じたことを共感することができる。そのことで,自 分の感じ

たことをよりよく表現したり,次時の学習への意欲『学びたい』という気持ちにつなげたりしていく。ま

た,教師が振り返りを確認することで一人一人の学習状況やつまずいている子の把握,支援への手がかり

としていく。
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(2)思考力・表現力を育成する活動の工夫

登場人物の心情や様子の変化が分かりやすい場面を児童につかませながら学習を進めることで,文章
の言葉を根拠としてポップに書くことができるようにする。自分の考えの根拠となる文や理由を明確にす

ることで自信につなげ『話したい』という気持ちや,他の児童との違いや同様の考えをしているかどうか

を確認することで『聞きたい』という気持ちにつなげていく。

登場人物の心情や様子について,文章中の言葉を根拠として見付けるだけで終わるのではなく,その文

章から子どもが感じたことを自身の言葉で表現させる。さらに,感 じたことをグループで話し合う活動を

学習に位置付ける。相手に分かりやすく自分の思いを伝えること,視点をもたせて交流を進めることでグ

ループでの話し合いに意味合いをもたせ,話 し合い活動を活発にしていく。そのことで,自分では書けな
かつた子は話し合いでの内容を参考に書くことができたり,自分の思いを伝えた子も表現の良さやお互い

の考えたことを話し合わせたりすることで表現力を高め,も つと『聞きたい』『やってみたい』という気
持ちや聞く意識の高まりにもつなげていける。

3 単元の目標
・場面の移り変わりに注意し,登場人物の性格や気持ちの変化を想像して読み,ポップで紹介することができる。【読むこと】
・新見南吉作品を読み,お気に入りの作品のポップを作つて紹介しようとしている。【関心・意欲・態度】
・言葉には,考えたことや思つたことを表すはたらきがあることに気付いている。【言語事項】

4 指導計画指導計画

時数 ○主な学習活動 ◎教師の働きかけ ・児童の活動 評価規準と視点

つ

/」
｀

む

2

時

間

① ○全文の通読

○言葉の意味調べ 段落分け

【関・意・態】

・新見南吉作品を読んで,

ポップを作つて紹介し

ようという思いを膨ら

ませている。(発言,ノ ー

ト)

新見南吉作品を読んで,お気に入りの作品をポップで

紹介しよう。

◎担任の作つた他の作品のポップを紹介しながら,

て考えさせる。

○紹介ポップに必要な内容を知る。

,F y 7la-r,,

・題名や作者名がある。

・印象的な場面の絵がある。

・あらすじが書かれている。

・小見出し (副題)がある。
・大事な言葉が書かれている。

・自分の気持ちが書いてある。

○単元の学習計画を立てる。

○学習の振り返りをする。

視点 (1)

学びたい
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時数 ○主な学習活動 ◎教師の働きかけ 。児童の活動 評価規準と視点

② たくさんの新見南吉作品からお気に入りの物語を見付

けよう。

【読む】

。お気に入りの作品を見付

けるために,本を選んで

読んでいる。◎新見南吉作品の紹介

○新見南吉作品の中から好きな物語を読む。

⑥

本

時

「ごんぎつね」を読んでポップに書くあらすじを考えよ

り。

○登場人物の言動に注意して,あ らすじをまとめる。

・いたずら好きの小ぎつねごんが,自 分のしたいたずらを後悔し

てつぐないをするが,最後は兵十に撃たれてしまうお話です。

【読む】

・登場人物の話を中心にあ

らす じを書いている。

(ワークシー ト)

登場人物の気持ちを中心に一番心に残つた場面を見付

けよう。

○あらすじをもとに,場面ごとのごんや兵十の気持ちやその変化

について考える。

○ポップにかきたい登場人物の気持ちの変化を考える。

◎大きく気持ちが変化した場面に着目させる。

・ごんがいたずらをして楽しんでいる。         くく

。ごんがいたずらをしたことを後悔している。

・ごんは,つ ぐないをしてよいことをしたと思つている。

・兵十がごんのしてくれたことに気付いた。

【読む】

・心に残つた場面を見付

け,その理由を書いてい

る。 (ノ ー ト)

視点 (2)

話 したい

聞きたい

場面をしょうかいする文を考えよう。

○紹介する場面を知る。

・ ごんが穴の中で考え込んでいる場面

。ごんがいわしを届ける場面

・ごんが撃たれた場面

○場面を紹介する文章を選んだ理由を交流して,ノ ートにまとめる。

・わたしは, ごんが最後にうなずいた場面が心に残りました。きつと,

ごんは兵十に気付いてくれたことがうれしいと思います。

【読む】

・場面での人物の気持ちや

様子が伝わる文章を見

付け,表現している。(ワ

ークシー ト)

視点 (2)

・話したい

・聞きたい

。やつてみたい
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時数 ○主な学習活動 ◎教師の働きかけ ・児童の活動 評価規準と視点

追

究

す

る

⑦

③ お気に入 りの新見南吉作品から,心に残った登場人物

の気持ちの変化や心に残つた場面を中心に,あ らす じ

と感想をまとめよう。

○ごんぎつねのまとめを参考にあらすじと感想をまとめる。

◎今までの学習を振り返りながら取り組ませる。

・心に残った場面は,～です。
・登場人物の気持ちは,～から～に変わっているな。

・心に残った登場人物α

持ちの変化や好きな

面を見付けている。

―クシー ト)

・あらすじや心に残つた

場人物の気持ちの変

や様子について書し`

いる。 (ノ ー ト)

気

場

ワ

登

化

て

⑨
ポップで本を紹介するために副題をつけよう。

○一番心に残つた言葉を見付けて,自 分の感動が伝わるような言

葉で副題を考える。

◎紹介する場面から,セ リフや様子が伝わる言葉から見付けさせ

る。 (自 分で言葉を考えてもよい。)

・「ごん,おまえだったのか。」
。「ごんは, ぐったりと目をつぶったまま, うなずきました。」
・「命とひきかえにJ

。「気づかなかったこと」

【読む】

。一番心に残った言葉を見

付け,その理由を書いた

り,副題を付けたりして

いる。 (ワークシー ト)

⑩
「ごんぎつね」のポップを作ろう。

○「ごんぎつね」のポップの原案を作る。

◎これまでに書いたあらすじや紹介文をもとにまとめさせる。

○ポップの原案を交流し,友達の感想や意見を参考にしながら,
ポップを作る。

◎交流の視点を確認して話し合いをさせる。

①心に残つたことが伝わるか。

②ポップを読んで紹介した本が読みたくなるか。

お気に入りの新見南吉の作品のポップを作ろう。

○今までまとめたあらすじと感想をもとに,お気に入りの作品の

ポップを作る。

・「ごんぎつね」で作つたポップと同じように作ればいいかな。

【関・意・態】

'これまでの学習活動をも

とにポップを作ってい

る。 (活動の様子 )

【言語】

友達のポップの良い所や

自分のポップとの違い

に気付いている。 (ワー

クシー ト,発言)

【関・意・態】

ごんぎつねのポップ作り

を参考にお気に入 りの

作品のポップを作つて

いる。 (活動の様子)

ま

と

め

る

⑪

⑫

⑬

-23-



○主な学習活動 ◎教師の働きかけ 。児童の活動

【言語】

・友達のポップの良い点と

改善点について気付き,

ア ドバイス している。

(付箋,発言)

お気に入りの新見南吉の作品のポップを作ろう。

○新見南吉作品を紹介し合い,友達の表現を知る。

・同じ作品を選んだ友達でも,紹介の仕方は違うな。

・友達の紹介を聞いて,も つと読んでみたくなつた。

視点 (1)

・学びたい
5 本時の実際
(1)本時の目標

◎場面での人物の気持ちや様子が伝わる文章を見付け,表現している。【読むこと】

。自分の感じたことを書き,意見交流している。【関心・意欲・態度】

場面をしょうかいする文を考えよう。

○学習の進め方について確認した。

・グループ毎に場面を紹介する文を探す。

・根拠になる文を使って,理由を書く。

・一番心に残つたことを紹介する文章を書く。

○紹介する場面を確認し,

班ごとに分担した。

: ・穴の中で考え込んでい

る場面

: ・いわしを届ける場面

i ・ごんが撃たれた場面●......¨
..¨●●●●●●●●●●̈ ●̈●●●●●●●●●̈

(2)本時の展開 く6/14)

【評価規準】と視点

○支援
主な学習活動 (◎教師の働きかけ 。児童の活動)

○前時の振り返り

◎前時までの人物の心情の移り変わりを確認した。

◎物語の中で人物の心情が大きく変わった場面について想起さ

せた。

視点 (1)

:主体的な学びを生む学習活動】

今までの学習を振り返

つて,人物の心情の変化

を紹介する必要を確認。

○ポ ップの掲示物や ワークシ

ー トか ら活動内容を推測 さ

せた。

○根拠となる文を見付けよう

とする意欲を高めることが

できるように,興味のある場

面を選ばせた。
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○場面を紹介する文章を見付けた。

○場面を紹介する文章を選んだ理由や人物の気持ち,様子を自分

の言葉で考え, ワークシー トに書いた。

ド
・・・………………………………・...

・いたずらしたことを後悔 l

して,一生懸命につぐな :
いをしているごんがす :

ごい。          :
・ごんは,つ ぐないをして :

いたのに,兵十に撃たれ :

てしまってかわいそう。 :

●.、
………………………………・・・「◎交流のポイント,グループの発表者の決め方を伝えた。

・自分の意見が書かれているか。根拠となる文を書いているか。

・交流の文章を読んで,意見や根拠となる文が分かりやすく書い

てあるか。

○自分の紹介文をグループで

交流した。

○交流したことを生かして自分の紹介文を直した

○根拠が見付けられない児童

には,登場人物の気持ちを振

り返らせた。

【読むこと】

・登場人物の気持ちが変化して

いる場面から,自 分の感 じた

ことの根拠となる文章を読

み取ることができる。 (ワー

クシー ト)

視点 (2)

I思考力・表現力を育成する活動の工夫〕

自分の考えの根拠とな

る文章を見付けることで

自分の紹介文に自信をも

たせる。

【関・意・態】

・根拠となる文章や自分の感 じ

たことなどが書かれているか ,

意見交流をすることができる。

(交流)

ま

と

め

○グループ毎に表現の工夫が見られたり,根拠となる文から感 じ

たことを書いていた りしている紹介文を代表 として全体で交

流した。

【読むこと】

。人物の気持ちや様子が伝わる

文章を使つて,自 分の感じた

ことを表現している。

-25-



〇今日の学習の振り返りをした。

◎今日の学習したことや参考になったこと,次時へ生かしたいこ

とを振り返るよう確認した。

あより′悪いつかなハお

'!+-*.* vL.z"L l,
t O r{.t, bt 1\t, Et Jln!',t ', "'d.1 視点 (1)

【主体的な学びを生む学習活動l

本時の学習で分かつた

こと,参考になったこと

などを振り返らせる。

○本時をもとに完成した「ごんぎつねJのポップ

嗜ごにごつ

“

ワークフート 0
●●をしようかいする女を考えよう.

6 成果と課題

(1)主体的な学びを生む学習活動の工夫

[成果]

・単元を貫く言語活動として,「新見南吉の作品のポップを作る」という活動の見通しや目的意識を

もたせて取り組ませることにより,意欲的に学習に取り組む様子が見られた。

・単元を通し,学習の振り返りを繰り返すことで,友達の考えのよさに気付くようになり,次時
への

意欲へとつながつた。

・振り返りを通して,教師が児童のつまずきや変容を把握することで個への支援をきめ細かく行うこ

とができた。

[課題]

・単元全体での見通しは良いが,主体的な学びを生むために教師側としての発問や手立てがもう少し

必要であつた。

。今日の学習に対して,「 自分はどうだつたのか,だから次はこうしたい。Jと いうような振り返りと

ならなければ,次の学びへの意欲へとつながりにくい。

・次に頑張りたいことを,導入場面で提示することで意欲をつなぐことができると思われる。
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(2)思考力・表現力を育成する活動の工夫

[成果]

・『 ごんぎつね』を通して表現の仕方を学び,並行読書で学んだことを活用する流れは,思考力・表
現力を育成するのに効果的だった。

・交流を通し,ア ドバイスをし合うことで,どのような紹介文を作成すると良かつたのかを考えるこ

とができ,表現力を高めることができた。
[課題]

・掲示物などを作成し,人物の心情の変化を導入時にもう少し確認することで,子どもたちがスムー
ズに活動に取り組み,根拠となる文章を容易に見付けることができたと考える。
。「考えたい」「話したい」という意欲へと高めるために,どのような支援方法をとるべきか,手立て
を明確にしておくことが必要であった。

・自分の考えなのか,それとも教科書の文の引用なのか,その区分を付けるための表現方法を教える
ことで,交流での間く意識をより高められたと思われる。

○新見南吉作品のポップ
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1 主体的な学びを生む学習活動

2 思考力・表現力を育成する活動の工夫



研究の成果と課題について
‐

今年度は,新 たな研究テーマ 「学ぶ意欲『 ～たい』を引き出す学習指導の実践的研究」
のもと,研究を進め提案授業を 1本 行つた。
視点 1「 主体的な学びを生む学習活動」では,活 動の見通 しのもたせ方やメタ認知に

よる自己評価 に重点をおいて取 り組んだ。視点 2「 思考力・表現力を育成する活動の工

夫」では,相 手意識を考 えた表現に重点をおいて取 り組んだ。

各視点の成果 と課題 については,以 下のよ うに明 らかにす ることができた。

今回の提案授業では,単元の始めに 「新見南吉の作品のポ ップを作 る」 とい う

単元を貫 く言語活動 を子 どもたちに示す とともに,作成に至るまでの学習計画

表を提示 した。そのことによ り子 どもたちは,活動の見通 しや 目的意識 をもつ

ことができ,意欲的に学習に取 り組む様子が見 られた。国語において活動に見

通 しをもたせ ることは,子 どもたちの意欲につながるもの と考える。

単元を通 して学習の振 り返 りを繰 り返 し行い ,発表 してい くことで,友 達の考

えのよさに気付 くよ うにな り,次 時への意欲へ とつながつた。また ,教師が児

童のつまずきや変容を正確に把握す ることができるようにな り,個 への支援を

きめ細か く行 うことができた。 メタ認知的振 り返 りを行つてい くことは,児童

が 自分 自身の変容を見た り,教 師が変容を把握 し,支 援 を考えた りしてい くう

えでも有効であると考える。

主体的な学びを生み出 してい くためには活動の見通 しをもたせ るだけでは不十

分であ り,教師側 としての発問や手立てが必要になつてくる。

今 日の学習に対 しての振 り返 りだけではな く,「 自分は どうだつたのか ,だ か

ら次はこうしたい。Jと い うよ うな振 り返 りとな らなければ ,次 の学びへの意

欲へ とつなが りにくい。また,学習の最初に前時の振 り返 りを確認する場面を

設けてい くことで意欲をつなげることができると考える。

視点1
主体的な学びを生む学習活動
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思考力0表現力を育成する活動のI夫

『 ごんぎつね』を通 して言語活動に必要な表現の仕方を学び,並行読書 (他 の
新見南吉の作品)で 学んだことを活用する流れは, 自分たちで表現する文章を
考える活動が随所に行われ,思考力・表現力を育成するのに効果的だった。

交流を通 し,ア ドバイスを し合 うことで , どのよ うな紹介文を作成す ると良か
つたのかを考えることができ,表現力を高めることができた。

・スムーズ に活動 に向かい思考 させ るためには ,掲示物 な どを作成 して今 までの
活動の振 り返 りを させやす く した り,導入 時 に本時 の活動 につなが る振 り返 り
を確認 した りす ることが必要 であつた。

「考えたい」 「話 したいJと い う意欲へ と高めるために,指 導する側 として ど
のよ うな支援方法をとるべきか,手 立てを明確に してお くことが必要であった。

交流での間 く意識 をより高めるために, 自分の考えなのか教科書の文の引用な
のか といった,区分を付けるための表現方法を教えることが必要であった。
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。小学校学習指導要領

・ 中学校学習指導要領

0初等教育資料

0初等教育資料

・ 初等教育資料

・ 単元を貫く言語活動の全てが分かる !

小学校国語科授業&評価パーフェクトガイ ド

・ 算数授業研究 VOL97

0秋田県式「授業の達人」 10の心得

・ 言語活動で展開する !秋田県式学力

UPの授業づくり
。“算数学力 。日本一"への挑戦

・ 算数の授業で「メタ認知」を育てよう

・ メタ認知の概要

2015年 4月

2015年 5月

2014¬「
4月

水戸部修治 著

筑波大学付属小学校

算数研究部

矢之浦勝之 著

矢之浦勝之 著

尾崎 正彦 著

重松 敬一 監修

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

明治図書

東洋館出版社

/1ヽ学 館

小学館

明治図書

日本文教出版

奈良教育大学ホームページ
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按 田 由 香
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.←◆ く卜 ◆・ ◆ あとがき ◆・ ◆・ ◆・ ◆・ ◆

今年度は,新たな研究主題を 「学ぶ意欲『 ～たい』を引き出す学習指導の実践的研究 J

とし,「 主体的な学びを生む学習活動」 「思考力・表現力を育成する活動の工夫」 とい う

2つ の視点を設け,理論研修や研究員による提案授業を行い,研究内容を深めてまい りま

した。

今回,そ の成果 と課題を『研究紀要』第 21号 としてまとめることができました。

また,紀要発行にあた り,各 関係機関にも多大なお力添えをいただきま したことに対 し

ましても,重ねておネL申 しあげます。本書を多 くの先生方に読んでいただき,校内研究や

個人研修 , 日常の授業実践においてご活用いただければ幸いです。

来年度は, 1年 次研究の成果 と課題を踏まえた上で, 2年 次の研究に取 り組み,多 くの

成果が得 られ るよ うに努力 してまい ります。今後 とも当研究所に対 しま して,変 わ らぬ

ご指導 とご協力のほど宜 しくお願いいた します。

平成 28年 3月

研究紀要 第 21号

学ぶ意欲『～たい」を引き出す学習指導の実践的研究
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